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　今年度も、3年生が夏期休暇中に、県内外の企業や地方自治体で職場体験に挑戦

しました。受入先は、建設業、不動産業、卸売・小売業、サービス業、各種団体

及び地方自治体など27事業所です。インターンシップ（就業体験）は、平成13年

（2001年）の開学時から、専門科目の一つで、2週間以上実習し、その後の実習成

果発表と受入先の実習総評に基づき評価され、単位認定されます。

　インターンシップでは、実際に学生が企業等で実習することにより、「企業等の

実際の姿を理解し、大学で身につけたことが、企業等でどのように活かされている

のかを知ることにより、今後の学習が計画的に行えるようにさせる」、「実社会の

厳しさを体験し、社会人になるにあたっての自覚をもたせる」、「自己能力を見直

して自己啓発させる」ことをねらいにしています。

【今年度の実習先】〈建設業〉きなりの家、砂丘園芸、永田建築商会　〈不動産業〉共立メンテナンス

〈電気・ガス〉鳥取ガス〈情報通信業〉フルタニ産業〈卸売・小売業〉鳥取トヨタ自動車、花美工房、

  丸善岡山支店〈サービス業〉アイマーク環境、AN Architects一級建築士事務所、庵建築計画事務所、

  シェド建築設計室、シセイ堂デザイン、塚田隆建築研究所、ナック建築事務所、文化財保存計画協会、

  峯建築設計事務所、渡辺康建築研究所〈各種団体〉鳥取県観光事業団 氷ノ山自然ふれあい館、NPO法人 

  ダッシュ明石、 NPO法人 ちゅうごく環境ネット〈公務〉鳥取県、鳥取市、米子市、境港市、新居浜市、

  鳥取労働局

　受入先としては、大学が個々にお願いする企業や鳥取県・鳥取市・米子市・境港市等の自治体や公共団体等があり

ます。昨年からは、インターンシップ推進支援サイト「ハイパーキャンパス」を利用したり、実習させていただける

企業を自ら見つけ出してきたり、中にはインターンシップ実習生を選考するための面接を受け、実習先を決定してく

るなど、「将来、社会で働くとはどういうことなのか」を学生時代に体験したいと考え、積極的に行動できる学生が

増えつつあります。

　実際に企業等で実習をしてきた学生は、表情や言葉遣いに変化が見られ、将来の進路に対しても明確な方向性を

持つようになりました。実習を終えた学生からは、「学生生活では味わえない経験ができ、今後の学習計画の見直

しになった」、「将来の進路を決める上で、非常に参考になった」、「自分の未熟さがわかった」、「社会的マナーの

必要性を感じた」などの感想を多く聞くことができました。また、実習先で、他大学の学生と知り合い、その後、

情報交換を行い、就職活動に活かしていった学生もいました。一般的には、インターンシップをしたからといって、

その実習先に就職できることはありませんが、将来の進路を考える上で、学生にとって非常に有意義な科目の一つです。

9月25、26、28日、10月1、2日の5日間にかけ、ISO内部監査員養成コースを開催しました。学生内部監査員は、22名、

教職員は14名の内部監査員が対象です。環境政策学科 衣川教授と環境デザイン学科 中村教授を講師に招き、環境監査に

ついてのポイントやロールプレーを通じて、内部監査員として研鑚を積みました。今年度のISO内部監査は、11月上旬～中

旬に実施します。内部監査責任者には、環境デザイン学科十倉教授が昨年に引き続き任命されています。学生ISO委員の

環境政策学科4年矢部ゆりかさんと同学科3年加藤雄介さんが、これまでの内部監査員としての経験を活かし、学生アシス

タントして活躍しています。

就職情報局
インターンシップ

　インターンシップは、アルバイトとは大きく違います。アルバイトは、労働力を提供し、その対価として報酬を

得ることが目的ですが、インターンシップは、学生の人間的成長、意識向上を目的として、企業等に受入体制や

実習プログラムを整えていただき、教育の一環として実施していただくものです。

 ISO14001内部監査員養成コースの開催について


